
- 1 -

平成16年度 全国中学校体育大会 第35回全国中学校ソフトテニス大会要項

１ 目 的 この大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広くソフトテニスの実践の機会を与え、

技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学校生徒を育成する

とともに、中学校生徒の相互の親睦をはかるものである。

２ 主 催 (財)日本中学校体育連盟 (財)日本ソフトテニス連盟 栃木県 黒磯市

栃木県教育委員会 黒磯市教育委員会

３ 主 管 関東中学校体育連盟 栃木県中学校体育連盟

栃木県ソフトテニス連盟 黒磯ソフトテニス連盟

４ 後 援 文部科学省 全日本中学校長会 都道府県教育長協議会 全国市町村教育委員会連合会

栃木県市町村教育委員会連合会 栃木県中学校長会 (財)栃木県体育協会 黒磯市体育協会

栃木県高等学校体育連盟 黒磯市中学校長会 ＮＨＫ 毎日中学生新聞 下野新聞社

５ 会 期 平成16年8月20日(金)～22日(日)

第１日目 8月20日(金) 開会式 16:30～17:30

第２日目 8月21日(土) 個人戦 9:00～

表彰式 16:30～(個人表彰)

第３日目 8月22日(日) 団体戦 9:00～

表彰式 16:30～(団体表彰)

６ 会 場 開会式 黒磯市文化会館大ホール

〒325-0026 黒磯市上厚崎490 TEL 0287(63)3219

(晴天時)

競技場・閉会式 黒磯市総合運動場テニスコート(クレーコート12面)

〒325-0026 黒磯市上厚崎664 TEL 0287(60)1113

(荒天時)

競技場（女子）・閉会式

黒磯市体育センター(2面)

〒325-0026 黒磯市上厚崎664 TEL 0287(60)1113

競技場（女子） 那須町スポーツセンター(2面)

〒329-3215 那須町寺子乙2516-36 TEL0287(72)5959

競技場（男子） 栃木県立県北体育館(2面)

〒324-0047 大田原市美原3丁目2-62 TEL 0287(22)8012

競技場（男子） 黒羽町体育館(2面)

〒324-0234 黒羽町前田1020 TEL 0287(54)2858

計8面

７ 参加資格 (1) 選手は、都道府県中学校体育連盟の中学校に在籍する生徒で、校長および都道府県

中学校体育連盟会長が参加を認めたものとする。

(2) 年齢は、平成元年4月2日以降に生まれた者に限る。

(3) 前項以外の生徒が参加を希望する場合は、その年度の6月30日までに、各都道府県

中学校体育連盟を通して(財)日本中学校体育連盟に申し出ること。

(4) ブロック代表またはブロック中学校体育連盟の推薦をうけた一校単位で編成された

チーム及び個人(組)とする。また、開催地は団体戦男女各１チーム、個人戦男女各２組

の参加を認める。

(5) 平成16年度全国中学校体育大会(夏季大会)の他の競技に出場していない者。
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(6) 団体戦は、男女とも同一校の選手6名以上8名以内と監督1名で構成する。

(7) 個人戦は、男女とも同一校の選手2名と監督1名で構成する。

(8) 同一選手が団体戦および個人戦とを兼ねてもよい。

(9) 参加資格の特例

① 学校教育法83条の各種学校(1条校以外)に在籍し、都道府県中学校体育連盟の予選会

に参加を認められた生徒であること。

② 参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。

ア 全国大会の参加を認める条件

(ｱ) (財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重

すること。

(ｲ) 生徒の年令及び修業年限が我国の中学校と一致している単独の学校で構成されて

いること。

(ｳ) 参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日常

継続的に当該校顧問教師の指導のもとに、適切に行われていること。

イ 全国大会に参加した場合に守るべき条件

（ｱ） 全国大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うと

ともに、大会の円滑な運営に協力すること。

(ｲ) 全国大会参加に際しては、責任ある当該校校長または教員が生徒を引率すること。

また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を

立てておくこと。

(ｳ) 全国大会に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。

８ 参加料 参加登録選手一人につき、２,０００円とする。

９ 引率者・監督および外部指導者(コーチ)

(1) 引率者・監督は、出場校の校長・教員とする。ただし、外部指導者(コーチ)が必要な

場合は、出場するチームまたは組につき、校長が認めた者1名とし、所定の用紙を用いて

大会事務局に届け出る。

(2) 引率者・監督の特例

全国中学校体育大会の個人種目への参加について、校長・教員が引率できず、校長が

やむを得ないと判断した場合に限り、「全国中学校体育大会引率細則」により、校長が

引率者として承認した外部指導者の引率を認める。その際の監督は当該校の校長が当該校

以外の教員に監督依頼をし、承諾された者に限る。

（※「全国中学校体育大会引率細則」を参照）

(3) 監督は１組または１チームに対し、出場校の校長もしくは教員１名であること。ただし、

個人戦に２組以上出場する学校の場合は、出場組数までの監督をおくことができる。この

場合も出場校の校長・教員であること。（上記(2)で承諾された監督は別とする。）

(4) 監督の追加・変更は、所定の「監督追加・変更届」に必要事項を記入し、ブロック長

を通じて監督会議前に大会事務局に申し出ること。

(5) 監督は必ず監督会議に出席すること。

(6) 大会では外部指導者(コーチ)をおくことができる。ただし、外部指導者(コーチ)は出場

校の校長の認めた者とし、所定の「外部指導者(コーチ)確認書」に必要事項を記入し、

大会事務局に参加申込時に提出すること。ただし、当該校以外の中学校教職員は

外部指導者(コーチ)にはなれない。

(7) 外部指導者(コーチ)の追加・変更は所定の「外部指導者(コーチ)確認書」に必要事項を

記入し、監督会議前までに大会事務局に申し出ること。

（※外部指導者(コーチ)については、別紙参照）

10 参加数 団体戦：男女各16チーム 個人戦：男女各64組

北海道 東 北 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 開催地 合 計

団体 １ １ ３ １ ２ ２ ２ １ ２ １ １６

個人 ４ ６ １３ ５ ７ ８ ６ ５ ８ ２ ６４
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11 競技規則 現行の(財)日本ソフトテニス連盟「ソフトテニスハンドブック」および大会要項による。

12 競技方法 (1) 団 体 戦 トーナメント方式の３組による点取り法とする。

(2) 個 人 戦 トーナメント方式とする。

(3) ゲーム数 ７回ゲーム

(4) 使 用 球 公認球(白色)を使用する。なお、使用球については大会事務局で決定するが、

ボールは男子と女子で隔年ごとに変える｡(平成16年度は、男子アカエムボール、

女子ケンコーボール)

(5) 雨天等の理由により、競技方法およびゲーム数等を変更することがある。

13 表彰および参加賞

(1) 団体戦

① 優勝校には、優勝旗(持ち回り)、優勝杯(持ち回り)、レプリカ、トロフィー、賞状、

メダルを授与する。

② 準優勝校・第３位校〔２校〕には、トロフィー、賞状、メダルを授与する。

③ 第５位校〔４校〕には、賞状、メダルを授与する。

④ 第５位までの入賞校の監督には、賞状、メダルを授与する。

(2) 個人戦

① 優勝組には、優勝旗(持ち回り)、レプリカ、楯、賞状、メダルを授与する。

② 準優勝組・第３位組〔２組〕には、楯、賞状、メダルを授与する。

③ 第５位組〔４組〕には、賞状、メダルを授与する。

④ 第５位までの入賞組の監督には、賞状、メダルを授与する。

(3) 本大会参加登録選手(団体・個人)全員に参加賞(参加記念品)を授与する。

(4) 表彰式には監督も必ず出席すること。

14 参加申込 (1) 参加料は、参加登録選手一人 ２,０００円とする。

(2) 参加料は、大会実行委員会事務局へ郵便振替で8月16日(月)までに送付する。

（指定用紙を使用すること。）

(3) 参加申込みは、所定の参加申込書に必要事項を記入し、送付すること。送付手順

は(5)申込方法を参照すること。

(4) 申込先

〒 320-0834 栃木県宇都宮市陽南2-4-58

宇都宮市立陽南中学校 内

平成16年度 全国中学校体育大会 第35回全国中学校ソフトテニス大会

栃木県実行委員会事務局 事務局長 木 所 一 典 宛

直通 TEL028(658)2253 FAX028(658)2254

学校 TEL028(658)1293 FAX028(684)3027

(5) 申込方法

所定の参加申込書に必要事項を記入し、下記のような手続きにしたがって申込みを行う

こと。

① ブロック大会への各都道府県代表となった時点で、代表校は別紙参加申込書を

｢２部｣(１部:ブロック大会用 １部:全国大会用)作成する。参加申込書は、都道府県

中学校体育連盟、もしくは都道府県中体連専門部競技委員長(部長)がまとめてブロック

大会開催事務局に送付する。

② ブロック長は、ブロック代表が決定次第、次の手続きをする。

ア 一覧表に必要事項を記入し、8月11日（水）までに全国大会開催事務局にＦＡＸ

あるいはメールにて送信する。

イ 「宿泊申込書」を指定の送付先に速やかに送付するように代表校に指示する。

ウ 団体戦および個人戦の選手変更がある場合は、17－(2)選手変更についてを参照

して手続きをする。

エ 先に集めた「参加申込書」の中から代表となったものを抜き出し、大会前に開催

事務局へ送付する。

③ 各代表校は、「宿泊申込書」を指定の送付先に速やかに送付して、手続きを完了する

こと。
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15 諸会議 (1) (財)日本中学校体育連盟 競技部会

①「競技部会(1)」

日時 平成16年8月20日(金) 13:00～14:20

会場 黒磯市文化会館練習室(1)

②「競技部会(2)」

日時 平成16年8月21日(土) 10:30～12:30

会場 黒磯市勤労青少年ホーム講習室

(2) 監督会議(個人戦・団体戦同時)

日時 平成16年8月20日(金) 14:40～15:40

会場 黒磯市文化会館小ホール

16 宿 泊 (1) 別紙宿泊要項により斡旋するので、必ず実行委員会指定の宿泊先を利用すること。

(2) 申し込みは直接下記宛に8月11日(水)必着にて申し込むこと。

(3) 宿泊申込先(問い合わせ先)

名鉄観光サービス(株) 第35回全国中学校ソフトテニス大会

宇都宮宿泊事務局 担当：那須・渡辺・河津

〒320-0862 栃木県宇都宮市西原 1-2-21

TEL 028(638)5811 FAX 028(632)9822

営業時間：平日 9:00～17:00(土・日曜日・祝日は定休日)

17 出場規定 (1) 服 装

競技中及び開会式・閉会式・表彰式では次のとおりとする。

① 選 手

ア 上は襟付き半袖スポーツシャツ、下は膝より上のパンツ・スコートを着用すること。

ただし、服装(用具を含めて)の色は華美にならないようにする。スパッツの着用は

認めない。

イ ソックスは、白を基調としたもので、ハイソックスは認めない。

ウ 白を基調としたテニスシューズを使用する。

エ ハチマキには正面に特別な文言や記号を後から記入もしくは印刷し、使用しては

いけない。ただし、ハチマキの端の部分に「学校名・名前」を記入してもよい。帽子、

サンバイザーもこれに準ずる。

オ 背中のゼッケンを各校で別の布などで作成し、背中に縫いつけること。着脱しやす

いようにホック・マジックテープで止めることは可とする。ただし、安全ピンは不可

とする。すでにプリントされている文字は隠すように止めつけるものとする。

(ｱ) ゼッケンはＢ５判横(白地)の大きさの布に都道府県名、学校名、姓を記述する。

都道府県名の「都府県」、中学校の「中」の文字はつけないものとする。また、

都道府県名と学校名の間は空白とする。

(ｲ) ゼッケンの文字は「漢字」、「ひらがな」、「カタカナ」を使用し、文字色は

「黒」とする。シャツそのものへのプリントは認めない。

(ｳ) 都道府県内で同名の中学校がある場合には、区別をするために中学校名の工夫を

してもよい。各地区ごとに望ましい表記をする。

(ｴ) ゼッケンの文字の位置は《例１》どおりとし、同一校に同姓の選手がいる場合

には、名前の一文字を付け加える。

(ｵ) 中学校名が第一・第二中学校や東・西・南・北中学校のような場合には、学校名

をわかりやすくするために、《例２》のように学校所在地を付記してもよい。
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【選手のゼッケン】
《例１》 栃木県 宇都宮市立陽南中学校 木所 一典

２６cm

１／３ 都道府県名 中学校名(※都府県と中は不要)栃 木 陽 南

１８cm

２／３ 姓木 所

《例２》 栃木県 那須町立東陽中学校 小針 克己
２６cm

１／３ 都道府県名 中学校名(※都府県と中は不要)栃 木 那須東陽

１８cm

２／３ 姓(名の一字)小 針 克

② 監督・外部指導者(コーチ)

ア ベンチ入りおよび開会式・閉会式・表彰式の時は、襟付き半袖スポーツシャツを

着用する。

イ 白を基調としたテニスシューズを使用する。

ウ 胸にゼッケンをつけること。

(ｱ) ゼッケンの大きさは縦10cm、横15cmの布製とする。都道府県名、中学校名、

「監督」または「コーチ」と記述する。

(ｲ) 都道府県名、中学校名の表記の仕方は、選手に準ずる。（ただし、文字、生地の

色は特に指定しない。）

【監督のゼッケン】

１５cm

１／３ 都道府県名 中学校名(※都府県と中は不要)栃 木 陽 南

１０cm
２／３監 督

【外部指導者(コーチ)のゼッケン】

１５cm

１／３ 都道府県名 中学校名(※都府県と中は不要)栃 木 那須東陽

１０cm
２／３コーチ

(2) 選手変更について

① 個人戦で、１名が病気等で出場不可能となった場合には、メンバー変更を出場校の

校長よりブロック長を通して大会本部に届け出る。(原則として監督会議席上)

② 個人戦で、その組の２名とも出場不可能な場合には、ブロック大会の成績に基づいて

ブロック長が次の組を推薦し、大会本部に届け出る。

③ 団体戦で、申し込み後にメンバーを変更する場合には、出場校の校長よりブロック長

を通して大会本部（原則として監督会議席上）に届け出る。その後の変更は認めない。
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(3) 練習会場(時間、コート割りについては本部より指示する。)

① 8月19日(木) 黒磯市総合運動場テニスコート（本会場）

（予定時間 12:00～17:00）

黒磯市立厚崎中学校テニスコート

（予定時間 12:00～17:00）

② 8月20日(金) 黒磯市総合運動場テニスコート（本会場）

（予定時間 9:00～14:30）

黒磯市立厚崎中学校テニスコート

（予定時間 9:00～14:30）

③ 8月21日(土) 黒磯市立厚崎中学校テニスコート

（予定時間 9:00～17:00）

(4) 大会受付

① 個人戦、団体戦ともに20日の開会式に参加すること。その際は、15:40までに式場

入口で受付を済ませる。

② 試合当日は、個人戦は、第１試合から第３試合までは8:30までに、第４試合以降は

競技開始予定時刻１時間前までに会場に到着し、選手受付に「選手到着票」を提出する

こと。団体戦は第１試合は8:30までに、第２試合は9:00までに会場に到着し、選手受付

に「選手到着票」を提出すること。

(5) 大会期間中の負傷、疾病については応急手当のみ行う。また、本大会は、独立行政法人

日本スポーツ振興センター法の定めを適用する。

なお、大会参加者は必ず健康保険証のコピーを持参する。

18 連絡先 (1) 大会開催前(～8月18日まで)

大会事務局

〒 320-0834 栃木県宇都宮市陽南２－４－５８

宇都宮市立陽南中学校 内

平成16年度 全国中学校体育大会 第35回全国中学校ソフトテニス大会

栃木県実行委員会事務局 事務局長 木 所 一 典

直通 TEL028(658)2253 FAX028(658)2254

学校 TEL028(658)1293 FAX028(684)3027

(2) 大会期間中(8月19日～8月22日)

大会本部

【昼 間】

黒磯市総合運動場テニスコート

〒325-0026 栃木県黒磯市上厚崎６６４

TEL 0287(60)1113

【夜 間】

りんどう湖ロイヤルホテル

〒325-0302 栃木県那須郡那須町高久丙字海道下４４４９－２

TEL 0287(76)1122 FAX 0287(76)1166

(3) 大会ホームページアドレス

http://www.jpa-tsta.com/

(栃木県中学校体育連盟ソフトテニス専門部オフィシャルＨＰから）
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「全国中学校体育大会引率細則」

本細則が適用されるのは、学校事情により、校長・教員が引率できず、校長がやむを得ないと判断した場

合に限るもので、安易に引率者としての外部指導者の引率を認めるものではない。

（１） 引率者としての外部指導者の規定

① 当該校長が認めた成人であり、日頃から指導に当たっている者のことをいう。

なお、事前に校長との間で外部指導者としての契約がなされていること。

② 引率者としての外部指導者は、各大会の申込用紙の引率外部指導者欄に必要事項を記入すること。

③ 引率者としての外部指導者に規定違反、不適切な言動等があったときは、不適格者として会長または

競技専門委員長から当該行の校長に連絡し、資格を取り消す。

④ この規定以外のことは、各競技専門部の規定及び大会要項の通りとする。

（２） 引率者としての外部指導者の引率を認める個人種目は、次の１１種目とする。

ただし、団体戦は該当しない。

① 陸上競技 ② 体操競技・新体操 ③ 卓球 ④ 柔道 ⑤ 剣道

⑥ 水泳 ⑦ バドミントン ⑧ 相撲 ⑨ ソフトテニス ⑩ スキー

⑪ スケート・アイスホッケー（但し、スケートのみ）

陸上競技・水泳のリレーは個人種目として取り扱わない。●

（３） 引率者としての外部指導者は、監督の資格を認めない。

① その際の監督は、当該校の校長と当該中学校体育連盟競技専門部が協議し、当該校の校長が監督を引

き受けた教員の所属長（校長）と本人に文書で依頼する。

② 手続きは、様式１，２，３，４，５をもって行う。

（４） 生徒の大会出場に関わる全責任は校長が負う。

（５） 引率上の留意点及び大会会場においての留意点

① 引率上の留意点等

(a) 引率時は、公の交通機関を利用する。

(b) 外部指導者は任意の傷害保険等に加入する。加入手続きは、外部指導者が行い、費用は原則とし

て自己負担とする。

(c) 引率にかかわる外部指導者の費用は、原則として自己負担とする。

(d) 生徒の服装、持ち物等については、各学校のきまりに従う。

(e) 大会の結果と帰校報告を、帰宅後、直ちに行う。

(f) 宿泊する場合は、学校（大会本部）より指示された宿舎とする。

(g) その他、引率に必要な事項を指導する。

② 大会会場においての留意点等

引率者は、次のことに留意すること。特に引率者として相応しくないと大会本部が判断した場合は退

場を命じる。生徒は失格になることもある。

(a) 大会要項を順守し、責任ある行動をとる。

(b) 各競技会場の使用上のきまりに従う。

(c) 競技上の抗議及び問合わせは、校長が依頼した監督に連絡をとる。

(d) ゴミ等は持ち帰りを原則とするが、会場使用規定に従う。

※ この細則は、平成14年4月1日から施行する。


